
（単位：千円）

79 2款 1項 6目

81 2款 1項 10目

81 2款 1項 10目

83 2款 1項 11目

事務事業名 住民相談事業 予算額 23,449

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/市民総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 広報広聴費 市長 23,449

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 23,449

　多種・多様化する市民からの相談に対して、各区役所において専門相談を設
け、個々のケースに即した助言・回答を行い、市民生活の安定に努めます。

要求 23,449

査定区分 A

前年度予算額 23,532

増減 △ 83 

事務事業名 男女共同参画推進事業 予算額 18,918

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/男女共同参画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 男女共同参画推進費 市長 18,918

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 18,918

　男女共同参画のまちづくり条例や第２次男女共同参画のまちづくりプランを基
に、本市における男女共同参画社会の実現に向けて推進基盤の整備及び男女共同
参画のための環境整備並びにあらゆる分野における男女共同参画を推進します。
　また、配偶者等の暴力の防止及び被害者の支援に関する基本計画に基づき、Ｄ
Ｖの防止をはじめ被害者の自立に向けた支援を行います。

要求 18,918

査定区分 A

前年度予算額 21,700

増減 △ 2,782 

事務事業名 男女共同参画推進センター等管理運営事業 予算額 33,041

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/男女共同参画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 男女共同参画推進費 市長 32,741

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 32,741

　男女共同参画推進のための拠点施設である男女共同参画推進センターにおい
て、男女共同参画社会の実現に向け、相談、情報収集・提供、学習・研修、団体
活動・交流支援などの各種事業の充実を図ります。

要求 32,741

査定区分 A

前年度予算額 33,718

増減 △ 677 

事務事業名 防犯対策事業 予算額 30,958

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/交通防犯課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 自治振興費 市長 30,958

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 30,958

　安心して暮らせる安全なまちづくりを推進するため、警察等関係機関と連携の
もと、広報啓発活動を通じて市民の防犯意識の向上を図るとともに、地域におけ
る自主防犯活動の支援を行います。

要求 30,958

査定区分 A

前年度予算額 32,598

増減 △ 1,640 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

83 2款 1項 11目

83 2款 1項 11目

83 2款 1項 11目

83 2款 1項 11目

事務事業名 自治振興事業 予算額 379,065

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/コミュニティ推進課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 自治振興費 市長 379,065

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 379,065

　地域住民によるコミュニティ組織の健全なる発展を支援することにより、地域
社会の発展や市民の福祉の向上を図ります。また、行政とコミュニティ組織との
連携による市民協働参加型社会の推進を図ります。

要求 379,079

査定区分 B

前年度予算額 296,099

増減 82,966 

事務事業名 南浦和コミュニティセンター外１８施設管理運営事業 予算額 1,269,414

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/コミュニティ推進課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 自治振興費 市長 1,270,325

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 1,270,325

　コミュニティ活動・市民活動を推進していくため、生涯学習・地域交流・地域
支援にあった機能の充実に努めるとともに、コミュニティ活動等の場を提供しま
す。

要求 1,324,671

査定区分 B

前年度予算額 1,781,776

増減 △ 512,362 

事務事業名 （仮称）浦和美園駅東口駅前複合公共施設整備事業 予算額 40,000

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/コミュニティ推進課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 自治振興費 市長 -

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 -

　浦和美園駅周辺地域の賑わいの創出とともに、安心して暮らすことができるま
ちの形成に向けて、浦和美園駅東口駅前に複合公共施設を整備します。

要求 -

査定区分 -

前年度予算額 5,000

増減 35,000 

事務事業名 コムナーレ管理運営調整事業 予算額 190,064

査定の考え方 -

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/コミュニティ推進課市民活動支援室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 自治振興費 市長 190,064

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 190,064

　複合公共施設｢コムナーレ｣における清掃、設備保守やストリームビル管理組合
への負担金・修繕積立金等の支払いなどの業務と浦和駅東口駅前市民広場の管理
運営に係る業務を行います。

要求 190,064

査定区分 A

前年度予算額 198,176

増減 △ 8,112 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

行財政改革推
進本部におい
て要求

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

83 2款 1項 11目

83 2款 1項 11目

83 2款 1項 11目

83 2款 1項 11目

事務事業名 消費者行政推進事業 予算額 86,291

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/消費生活総合センター 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 自治振興費 市長 86,291

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 86,291

　消費生活相談員の研修会を実施する等、消費生活相談の更なる資質の向上を図
ります。また、弁護士から相談員へのアドバイスや、相談者から弁護士に直接相
談する機会を設ける等、消費生活相談の充実を図ります。さらに、増加傾向にあ
る若年者・高齢者の消費者トラブルを未然に防止するため、若年者・高齢者を対
象とした啓発事業の強化を図ります。

要求 86,291

査定区分 A

前年度予算額 100,299

増減 △ 14,008 

事務事業名 文化行政推進事業 予算額 20,342

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 自治振興費 市長 20,342

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 15,159

　文化芸術を通じて市民が心豊かに暮らせるよう、施策等を検討するとともに、
計画的な文化芸術事業の展開を図り、効果的な文化行政を推進します。

要求 21,684

査定区分 B

前年度予算額 42,799

増減 △ 22,457 

事務事業名 文化財産等取得基金積立金 予算額 961

査定の考え方
既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。
なおジュニアソロコンテスト事業について、市長査定で増額しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 自治振興費 市長 961

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 961

　本市の文化芸術振興のため、美術品の取得の他、本市の魅力ある資源である｢5
つの文化｣に関連した文化財産等を取得するために設置された｢さいたま市文化財
産等取得基金｣の運用管理を行います。

要求 961

査定区分 A

前年度予算額 1,297

増減 △ 336 

事務事業名 文化芸術振興事業 予算額 37,797

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 自治振興費 市長 37,797

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 37,797

　文化芸術の発表や鑑賞の機会を充実するなど市民の自主的な文化芸術活動等を
支援するとともに、地域の文化的な資源を活用した総合的かつ持続的な文化芸術
の振興を図り、文化芸術の都市づくりを推進します。

要求 37,797

査定区分 A

前年度予算額 26,522

増減 11,275 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

85 2款 1項 12目

85 2款 1項 12目

85 2款 1項 12目

85 2款 1項 12目

事務事業名 交通災害共済還付事業 予算額 1

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/市民総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 交通安全費 市長 1

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 1

　平成19年度末をもって終了した交通災害共済事業について、交通災害共済加入
申込書を市外転出した後に納付した市民に対し、還付請求権のある平成24年度ま
で還付を行います。

要求 1

査定区分 A

前年度予算額 1

増減 0 

事務事業名 交通安全推進事業 予算額 71,607

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/交通防犯課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 交通安全費 市長 71,839

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 71,839

　交通安全の一層の推進を図るため、交通安全推進団体及び関係機関との連携に
より、各種イベントなどの実施を通じて、交通安全思想の普及を図ります。

要求 71,839

査定区分 A

前年度予算額 73,043

増減 △ 1,436 

事務事業名 交通安全施設設置及び維持管理事業 予算額 742,926

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/交通防犯課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 交通安全費 市長 742,926

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 742,926

　交通事故防止を図るための道路照明灯、道路反射鏡や路面表示などの各種交通
安全施設を設置するとともに、維持管理を行います。

要求 742,926

査定区分 A

前年度予算額 805,981

増減 △ 63,055 

事務事業名 違法駐車防止対策事業 予算額 684

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/交通防犯課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 交通安全費 市長 684

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 684

　違法駐車等防止条例に基づき、重点地域を中心に啓発活動を実施します。 要求 684

査定区分 A

前年度予算額 734

増減 △ 50 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

85 2款 1項 14目

85 2款 1項 14目

85 2款 1項 14目

85 2款 1項 14目

事務事業名 大宮ソニック市民ホール管理運営事業 予算額 86,323

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/市民総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 生活文化施設費 市長 85,573

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 85,573

　市民文化の向上及び市民相互の交流を促進するため、ソニックシティビル内に
大宮ソニック市民ホールを設置し、その管理運営等を指定管理者が行います。

要求 85,573

査定区分 A

前年度予算額 90,966

増減 △ 4,643 

事務事業名 文化会館管理運営事業 予算額 615,712

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 生活文化施設費 市長 616,426

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 616,426

　指定管理者制度により文化会館各館の管理運営を委託し、市民文化の向上を図
ります。

要求 830,973

査定区分 C

前年度予算額 583,704

増減 32,008 

事務事業名 プラザイースト外１施設管理運営事業 予算額 545,991

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 生活文化施設費 市長 545,991

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 545,991

　指定管理者制度によりプラザイースト及びプラザウエストの管理運営を委託
し、市民のコミュニティ活動及び市民文化の向上を図ります。

要求 617,090

査定区分 B

前年度予算額 551,191

増減 △ 5,200 

事務事業名 盆栽四季の家管理運営事業 予算額 4,723

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 生活文化施設費 市長 4,723

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 4,723

　盆栽四季の家の管理運営を行い、市民の憩い及び相互の交流の場を提供しま
す。

要求 4,723

査定区分 A

前年度予算額 3,484

増減 1,239 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

85 2款 1項 14目

85 2款 1項 14目

85 2款 1項 14目

85 2款 1項 14目

事務事業名 恭慶館・氷川の杜文化館管理運営事業 予算額 47,427

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 生活文化施設費 市長 47,427

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 47,427

　指定管理者制度により恭慶館及び氷川の杜文化館の管理運営を委託し、伝統文
化の普及・伝承及び市民文化の向上を図ります。

要求 47,427

査定区分 A

前年度予算額 47,433

増減 △ 6 

事務事業名 漫画会館管理運営事業 予算額 15,676

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 生活文化施設費 市長 15,676

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 15,676

　日本近代漫画の先駆者である北沢楽天などの漫画関係資料の収集、保管及び管
理を行うとともに、企画漫画展、市民漫画展、漫画教室等を通じて、漫画文化の
振興、市民文化の向上を図ります。

要求 15,991

査定区分 B

前年度予算額 68,142

増減 △ 52,466 

事務事業名 プラザノース管理運営事業 予算額 859,002

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 生活文化施設費 市長 860,038

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 860,038

　指定管理者制度によりプラザノースの管理運営を委託し、市民のコミュニティ
活動及び市民文化の向上を図ります。

要求 860,038

査定区分 A

前年度予算額 849,374

増減 9,628 

事務事業名 鉄道文化振興事業 予算額 850

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 生活文化施設費 市長 850

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 850

　本市の代表的な文化の一つである｢鉄道文化｣の振興及び普及啓発を図るため、｢
ＪＲおおみや鉄道ふれあいフェア｣へ参加協力を行います。

要求 850

査定区分 A

前年度予算額 850

増減 0 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

85 2款 1項 14目

85 2款 1項 14目

87 2款 1項 15目

87 2款 1項 15目

事務事業名 （仮称）岩槻人形会館整備事業 予算額 48,417

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課文化施設建設準備室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 生活文化施設費 市長 49,357

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 49,357

　日本人形を中心とした展示のほか、調査・研究をはじめとする各種の事業を展
開することにより、本市の特色ある文化資源である人形文化の振興を図るととも
に、観光振興等にも寄与する拠点施設として(仮称)岩槻人形会館を整備します。

要求 58,649

査定区分 B

前年度予算額 477,805

増減 △ 429,388 

事務事業名 大宮盆栽美術館管理運営事業 予算額 86,963

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/大宮盆栽美術館 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 生活文化施設費 市長 86,963

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 86,963

　本市の貴重な地域資源である盆栽その他の盆栽文化に関する資料等を収集し、
国内外に向け発信するとともに、盆栽村や周辺地域を訪れる人々に対し、世界に
誇る盆栽の銘品に触れ合う機会を提供し、盆栽の楽しみ方や技を紹介するなど、
盆栽文化の振興・活用や観光振興の拠点施設として、大宮盆栽美術館の管理、運
営を行います。

要求 86,963

査定区分 A

前年度予算額 100,347

増減 △ 13,384 

事務事業名 国内交流推進事業 予算額 2,169

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/市民総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 市民保養施設費 市長 2,169

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 2,169

　本市の国内友好都市(南会津町、南魚沼市、鴨川市、みなかみ町)と市民参加に
よるイベントや、｢うらわまつり｣｢農業祭｣｢区民まつり｣などにおける物産品の販
売等により各分野での多様な交流の推進を図ります。

要求 2,169

査定区分 A

前年度予算額 2,170

増減 △ 1 

事務事業名 保養施設管理運営事業 予算額 164,736

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/市民総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 市民保養施設費 市長 165,486

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 165,486

　市民の健康の増進及びレクリエーションの促進、また市民の健康の維持・増進
を図ることを目的とすると共に、その管理運営を指定管理者が行います。

要求 211,765

査定区分 C

前年度予算額 224,382

増減 △ 59,646 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

87 2款 1項 15目

89 2款 2項 2目

89 2款 2項 2目

89 2款 2項 2目

事務事業名 六日町山の家管理運営事業 予算額 73,207

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/六日町山の家 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 市民保養施設費 市長 73,207

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 73,207

　六日町山の家施設の管理運営及び、市民の保養並びにレクリエーションの場と
してのサービス提供を行います。また、イベントを企画し実施いたします。

要求 91,966

査定区分 C

前年度予算額 94,655

増減 △ 21,448 

事務事業名 スポーツ企画事業 予算額 22,228

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ企画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 22,228

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 22,228

  生涯スポーツの振興及びスポーツを活用した総合的なまちづくりを推進するた
め、さいたま市スポーツ振興まちづくり計画に基づき、諸施策の展開を図るとと
もに、計画の進行管理を行います。

要求 54,445

査定区分 D

前年度予算額 1,268

増減 20,960 

事務事業名 サッカーのまちづくり推進事業 予算額 7,218

査定の考え方 事業手法、実施時期・箇所等事業内容を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ企画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 7,218

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 7,218

　本市の伝統あるサッカーを核としたスポーツのまちづくりを推進するため、さ
いたま市サッカーのまちづくり推進協議会を主体として、Ｊリーグチームの浦和
レッズ・大宮アルディージャと連携するなど、諸事業を展開します。

要求 7,218

査定区分 A

前年度予算額 7,615

増減 △ 397 

事務事業名 さいたまシティカップ開催事業 予算額 40,000

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ企画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 40,000

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 40,000

　本市のＰＲやサッカーのまちづくりを一層推進するため、海外の強豪クラブ
チームを招聘した国際親善試合を開催します。ワールドカップ開催等により海外
強豪クラブの招聘が困難な年度については、市民参加型となる、浦和レッズ・大
宮アルディージャ戦等を開催します。

要求 40,000

査定区分 A

前年度予算額 40,000

増減 0 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

89 2款 2項 2目

89 2款 2項 2目

89 2款 2項 2目

89 2款 2項 2目

事務事業名 産学官連携スポーツ振興事業 予算額 393

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ企画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 393

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 393

　企業、大学、本市のそれぞれが提供可能な資源・財産等を融合させることによ
り、効率的・効果的なスポーツ振興を図ります。

要求 393

査定区分 A

前年度予算額 649

増減 △ 256 

事務事業名 多目的広場整備事業 予算額 81,428

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ企画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 81,428

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 81,428

　市有未利用地、市有農業施設、民有地、大学施設などを活用した、スポーツも
できる多目的広場を整備するとともに、市民に身近な公園内の一角にボール遊び
などスポーツもできる広場を整備します。また、都市公園内のグラウンド等の運
動施設に個人利用ができる開放日を設け、だれもが気軽にスポーツができる機会
を増やします。

要求 485,546

査定区分 E

前年度予算額 160,500

増減 △ 79,072 

事務事業名 大原サッカー場・八王子スポーツ施設管理事業 予算額 14,605

査定の考え方 事業手法、実施時期・箇所等事業内容を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ企画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 14,605

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 14,605

　大原サッカー場及び八王子スポーツ施設管理棟の定期点検調査業務等を行い、
ファン・サポーターや施設利用者の安全を図るとともに、八王子スポーツ施設管
理運営の補助金交付します。

要求 26,155

査定区分 D

前年度予算額 14,325

増減 280 

事務事業名 臨時グラウンド事業 予算額 8,041

査定の考え方 事業手法、実施時期・箇所等事業内容を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ企画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 3,540

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 3,540

　市が管理する未利用地等の暫定的な活用の一環として、市民のスポーツ・レク
リエーション活動の場所の提供を図るため、臨時グラウンドとして開放します。

要求 3,540

査定区分 A

前年度予算額 2,693

増減 5,348 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

89 2款 2項 2目

89 2款 2項 2目

89 2款 2項 2目

89 2款 2項 2目

事務事業名 体育館管理運営事業 予算額 374,582

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ企画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 374,582

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 374,582

　指定管理者制度により、利用者が安全で使いやすい魅力ある体育館になるよう
設備、管理運営の充実に向けた、きめ細かな点検、修繕等を行います。

要求 429,624

査定区分 B

前年度予算額 420,535

増減 △ 45,953 

事務事業名 武道館管理運営事業 予算額 56,420

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ企画課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 56,420

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 56,420

　指定管理者制度により、利用者が安全で使いやすい魅力ある武道館になるよう
設備、管理運営の充実に向けた、きめ細かな点検、修繕等を行います。

要求 57,600

査定区分 B

前年度予算額 58,060

増減 △ 1,640 

事務事業名 学校体育施設開放事業 予算額 20,451

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民･スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 20,451

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 20,451

　市民に身近なスポーツ・レクリエーション活動の場として、学校教育に支障の
ない範囲内で市立小・中学校の体育施設を開放します。学校ごとに開放運営委員
会を設置しており自主的な運営が行われています。

要求 21,747

査定区分 B

前年度予算額 166,323

増減 △ 145,872 

事務事業名 生涯スポーツ振興事業 予算額 82,124

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民･スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 82,124

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 82,124

　生涯スポーツ全般に関する事業であり、指導者の養成及びその資質の向上、事
業の実施･奨励、団体の育成及びその資質の向上、事故防止、技術水準の向上等を
行います。
　また、市内で活動するスポーツ・レクリエーションの振興を目的とした団体に
補助金を交付し、運営の支援を行います。

要求 82,124

査定区分 A

前年度予算額 87,939

増減 △ 5,815 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

89 2款 2項 2目

91 2款 2項 2目

91 2款 2項 3目

91 2款 2項 3目

事務事業名 スポーツイベント事業 予算額 76,350

局/部/課 市民･スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 76,350

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 13,670

　生涯スポーツの振興を図るため、多くの市民の参加ができるスポーツイベント
を開催し、市民のスポーツへの意識の向上と健康・体力の増進を促します。

要求 84,265

査定区分 B

前年度予算額 73,670

増減 2,680 

事務事業名 各種競技大会事業 予算額 4,000

査定の考え方
既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。
なおシティマラソンを23年度と同規模開催するための経費について、市長査定で増額しました。

局/部/課 市民･スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ振興課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 スポーツ企画費 市長 4,000

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 4,000

　地域再生に向けた取り組みとして、小・中・高校生が参加するスポーツの拠点
をつくることでスポーツの振興と地域の再生を図ります。

要求 4,000

査定区分 A

前年度予算額 5,000

増減 △ 1,000 

事務事業名 市民活動等支援事業 予算額 26,420

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/コミュニティ推進課市民活動支援室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 市民活動推進費 市長 26,420

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 26,420

　市民の資源と市の一般財源を原資とする基金を活用し、市民活動に対して助成
するマッチングファンド制度による助成事業を実施します。また、本市の市民活
動のあり方等についての市長の諮問を協議するために、市民活動推進委員会を開
催するとともに｢新しい公共｣の意識啓発のためのフォーラムや協働の促進のため
の職員研修を行います。さらに、ＮＰＯ法人の所轄庁として認証等の事務を行い
ます。

要求 27,703

査定区分 B

前年度予算額 23,491

増減 2,929 

事務事業名 市民活動サポートセンター管理運営事業 予算額 58,128

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/市民生活部/コミュニティ推進課市民活動支援室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 企画費 市民活動推進費 市長 58,128

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 58,128

　市民活動の支援及びその活性化を図ることを目的に、指定管理者制度により市
民活動サポートセンターの管理運営を実施します。

要求 58,128

査定区分 A

前年度予算額 58,249

増減 △ 121 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

93 2款 4項 1目

93 2款 4項 1目

93 2款 4項 1目

93 2款 4項 1目

事務事業名 戸籍住民基本台帳事務事業 予算額 508,290

局/部/課 市民・スポーツ文化局/区政推進室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 戸籍住民基本台帳費 戸籍住民基本台帳費 市長 513,331

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 513,331

　行政サービスの基礎となる戸籍、住民基本台帳等に関する事務を正確かつ迅速
に行い、市民サービスの向上を目指します。

要求 594,739

査定区分 B

前年度予算額 500,504

増減 7,786 

事務事業名 住居表示事業 予算額 9,001

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/区政推進室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 戸籍住民基本台帳費 戸籍住民基本台帳費 市長 9,001

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 9,001

　住所の表示を土地の地番を利用したものから、地番と切り離したわかりやすい
住所の表示に切り替え、街区表示板等の設置・維持管理を行います。
　また、区画整理の完了等により町名や町字界を変更する場合、その手続きを行
います。

要求 20,266

査定区分 D

前年度予算額 35,849

増減 △ 26,848 

事務事業名 自動交付機維持管理事業 予算額 10,108

査定の考え方 事業手法、実施時期・箇所等事業内容を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/区政推進室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 戸籍住民基本台帳費 戸籍住民基本台帳費 市長 10,108

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 10,108

　自動交付機の維持管理経費です。 要求 10,150

査定区分 B

前年度予算額 9,877

増減 231 

事務事業名 郵便局証明書等発行事務事業 予算額 10,785

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/区政推進室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 戸籍住民基本台帳費 戸籍住民基本台帳費 市長 10,785

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 10,785

　郵便局株式会社との協定により、さいたま市内72郵便局に住民票などの証明書
発行事務を委託し、これをもって市民サービスの向上を目指すものです。

要求 10,785

査定区分 A

前年度予算額 11,854

増減 △ 1,069 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

95 2款 4項 2目

95 2款 5項 1目

95 2款 5項 1目

95 2款 5項 2目

事務事業名 支所等管理運営事業 予算額 111,533

局/部/課 市民・スポーツ文化局/区政推進室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 戸籍住民基本台帳費 支所費 市長 111,533

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 111,533

　区役所から離れた地域の市民の方の利便を図るため、支所及び市民の窓口にお
いて、各種行政サービスを提供します。

要求 120,487

査定区分 B

前年度予算額 126,713

増減 △ 15,180 

事務事業名 区役所管理事業 予算額 1,932,552

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/区政推進室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区政総務費 市長 1,823,163

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 1,823,163

　区行政の拠点である区役所庁舎の維持管理等を行います。 要求 1,969,295

査定区分 B

前年度予算額 3,241,955

増減 △ 1,309,403 

事務事業名 区役所環境マネジメントシステム推進事業 予算額 1,831

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/区政推進室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区政総務費 市長 1,831

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 1,831

　地域の拠点である各区役所において、環境マネジメントシステムを運用し、区
民との協働を推進しながら、職員一人ひとりが環境の保全を意識し、地域におけ
る環境負荷の低減を図ります。

要求 1,831

査定区分 A

前年度予算額 4,561

増減 △ 2,730 

事務事業名 区まちづくり推進事業 予算額 190,000

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 市民・スポーツ文化局/区政推進室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 190,000

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 190,000

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 190,000

査定区分 A

前年度予算額 194,110

増減 △ 4,110 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

95 2款 5項 2目

95 2款 5項 2目

95 2款 5項 2目

97 2款 5項 2目

事務事業名 西区まちづくり推進事業 予算額 163,669

局/部/課 西区役所/区民生活部/総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 163,669

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 163,669

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 167,002

査定区分 B

前年度予算額 170,836

増減 △ 7,167 

事務事業名 北区まちづくり推進事業 予算額 195,055

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 北区役所/区民生活部/総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 195,055

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 195,055

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 197,986

査定区分 B

前年度予算額 208,319

増減 △ 13,264 

事務事業名 大宮区まちづくり推進事業 予算額 127,413

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 大宮区役所/区民生活部/総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 127,413

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 127,413

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 131,621

査定区分 B

前年度予算額 137,178

増減 △ 9,765 

事務事業名 見沼区まちづくり推進事業 予算額 166,675

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 見沼区役所/区民生活部/総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 166,675

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 166,675

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 167,738

査定区分 B

前年度予算額 187,488

増減 △ 20,813 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

97 2款 5項 2目

97 2款 5項 2目

97 2款 5項 2目

97 2款 5項 2目

事務事業名 中央区まちづくり推進事業 予算額 135,389

局/部/課 中央区役所/区民生活部/総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 135,389

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 135,389

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 140,809

査定区分 B

前年度予算額 144,288

増減 △ 8,899 

事務事業名 桜区まちづくり推進事業 予算額 135,937

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 桜区役所/区民生活部/総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 135,937

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 135,937

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 149,687

査定区分 B

前年度予算額 145,124

増減 △ 9,187 

事務事業名 浦和区まちづくり推進事業 予算額 149,861

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 浦和区役所/区民生活部/総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 149,861

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 149,861

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 154,755

査定区分 B

前年度予算額 160,388

増減 △ 10,527 

事務事業名 南区まちづくり推進事業 予算額 199,326

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 南区役所/区民生活部/総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 199,326

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 199,326

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 207,870

査定区分 B

前年度予算額 208,337

増減 △ 9,011 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。



（単位：千円）

97 2款 5項 2目

97 2款 5項 2目

事務事業名 緑区まちづくり推進事業 予算額 165,354

局/部/課 緑区役所/区民生活部/総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 165,354

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 165,354

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 166,652

査定区分 B

前年度予算額 176,428

増減 △ 11,074 

事務事業名 岩槻区まちづくり推進事業 予算額 187,620

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

局/部/課 岩槻区役所/区民生活部/総務課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費 区政振興費 区民まちづくり推進費 市長 187,620

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 187,620

　区民会議等との連携を図り、区民との協働を進め、区の個性を生かしたまちづ
くりを推進します。

要求 188,403

査定区分 B

前年度予算額 199,203

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

増減 △ 11,583 

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。


